
■大崎市初の義務教育学校（R5年4月開校） ・・・開校から1年半経過 /葉山中学区とほぼ同規模

1.【視察報告】宮城県大崎市立古川西小中学校 R6.9.18（水）訪問

〖古川西小中学校〗・・・名称は募集し、準備委員会で決定した。

■特徴■
①リーダー性の伸長（3回のチャンス/4年・7年・9年生と3回経験）
②異学年交流よる相互の成長
（入学式・卒業式はじめ各種行事等で低学年と高学年が交流）

③中1ギャップの解消 （大きなギャップ → 小さなギャップへ）
④校舎増築～古川西中に増築〔1－4年教室＋小体育館〕（14億円）
⑤その他～義教校ならではの数々の特色～
〇教科担任制の導入等（専門性の高い後期課程教員による指導/
道徳の交換授業/一部単元の交換授業/朝の会、帰りの会の担任交換）

◎教員の長期的な視野・連携による効果的な指導の実現
（小さいころから知っている先生が校内にいる（進級への安心感））
〇中期ブロック（5年生）から部活動体験が可能
〇制服は7年生から9年生で着用
〇給食は、市の共同給食センターからの搬入
〇世界農業遺産「大崎耕土」を中心とした総合的学習カリキュラム
（地域教材「西学」の充実）

〇子どもたちの成長を支える体制づくり
・地域の「応援団」が充実（一方、PTAはない） …CSの前段階

〇積極的な情報発信で学校への関心層を増加（HP、eメッセージ等）
〇スクールバスは、12系統（民間バス民間運営（委託）/約1億円）

学年割【4+3+2】

【1中4小学校の葉山中学区と似ている】
葉山中123名/大久保小62名＋冨本小38名+戸沢小72名＋富並小25名

＝中学生123+小学生197＝320名 ≒ 332名（古川西小中）
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増築部分

2.■古川西小中学校（令和5年4月開校） 校舎全景 ～旧校舎の東側に【増築部分】～

テニスコート

児童遊園（遊具）

駐車場

←プール
（低学年向けには、底上げ台使用）



増築部分
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3.■古川西小中学校（令和5年4月開校） 校舎校舎敷地 全面図
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4.■古川西小中学校（令和5年4月開校） 校舎図面 ～旧校舎の東側に【増築部分】～


